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真空 管 ア ンプ 各種 トラ ンス を ライ ン ア ッ プ 
ハル シモ トト ラン ス の 高音 質 技術 語 品 


橋本 電気 柴崎 功 sneAzAki is。 


サン スイ プラ ンド の トラ ンス を OEM 生産 し て いた 
橋本 電気 が 「Hashimoto」 の 自社 プラ ンド を 立て , 
真空 管 オ ー デ ィ オ 用 トラ ンス お よび チョ ー ク コイ ル 
を 発売 し た . そこ で 2 回 に わた っ て , 製造 工程 と 製 


品 に 込め られ た 技術 を 紹介 する . 


サン スイ ブラ ンド の トラ ンス を 
長年 開発 ・ 製 造 し て きた 橋本 電気 
が , ホス ピタ ル 用 トラ ンス の 開発 
で 培っ た 新 技術 や 特殊 素材 を 導入 
し , 凝り C 疾 っ た 巻 線 構 造 を 採用 
し て , 現代 の オー ディ オ 環 境 に マ 
ッ チ し た 真空 管 ア ンプ 用 ドラ ンス 
類 を 自社 プラ ンド で 商品 化し た ・ 

Hashimoto ト ラン ス の ライ ン 


アッ プ が 初 公開 され た の は , 2001 
年 9 月 に 行わ れ た 第 7 回 真空 管 オ 
ー デ ィ オ フェ ア 会 場 で , 写真 1 が 
その 展示 ブー ス で ある . 

最近 の オー ディ オ 環境 は , SA 
CD や DVD オー ディ オ の 登場 で 
オー ディ オ ソ ー ス が 広帯域 化 な ら 
びに 高 ダ イナ ミッ クレ ンジ 化し て 
お り , ハイ テク 化 C 伴 っ て AC 電 


第 7 回 真空 管 オ ー デ ィ オ フェ ア で 初 公開 され た ライ ン ア ッ プ . 最前 列 左 か ら 順 に C, アウ ト 
ブッ トト ラン ス x2. イン ブッ トト ラン ス 。 チョ ー ク コイ ル , 電源 トラ ンス 


[写真 1] 橋本 電気 の 真空 党 オ ー デ ィ オ 用 トラ ンス 群 
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源 は 高周波 アイ ズ で 汚染 され て い 
索 :。 

今回 登場 し た 製品 群 は , と の よ 
う な 現代 の 環境 下 で , 真空 管 か ら 
最大 限 の パフ ォ ー マ ンス を 引き 出 
せる よう , 山水 電気 出身 の 石黒 隆 
夫 リ ー ダ ー 率 いる 技術 陣 に より , 
ノウ ハウ を 結集 し て 入念 に 研究 し 
尽く され た 力作 で ある . 

今回 は 橋本 電気 の 企業 紹介 を 中 
心 と し , 各 ト ラン ス や チョ ー ク コ 
イル の 技術 的 な 内 容 に つい て は , 
次 号 で 紹介 し た い . 


橋本 電気 の プロ フィ ー ル 


橋本 電気 株 式 会 社 は , 1953 ( 昭 
和 28) 年 に 橋本 電気 製作 所 と し て 
東京 都 宮 飾 区 に 創立 され た , 老舗 
の トラ ンス 専業 メー カー で ある . 

創立 者 の 橋本 廣 二 氏 (故人 ) は , 
山水 電気 の 初代 社長 の 菊池 幸作 氏 
(故人 ) と 個人 的 に 親しい 間柄 で あ 
っ た た め , 山水 か ら 技 術 支援 を 受 
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け て , 創立 直後 か ら 山 水 ト ラン ス 
の OEM 供給 を 手掛け た ・ 

技術 が 向上 する に 伴い , 橋本 ト 
ラン ス の 供給 比率 が 年 々 増加 し , 
や が て 山水 電気 が 新型 トラ ンス の 
開発 と 初期 ロッ ト の テス トラ ン だ 
け を 手掛け , 量産 トラ ンス の 製造 
は 橋本 電気 が 一 手 に 任 さ れる よう 
CC な る . 

1980 年 に は 山水 が トラ ンス 類 の 
外販 を 終了 し , 1981 年 に は 山水 ト 
ラン ス の 業務 全般 が 橋本 電気 に 移 


本 社 工場 2 階 に ある 巻 線 作業 所 の 光景 . 橋本 電気 は 小 ロ ッ ト で 人 復 雑 な 巻 線 構造 の トラ ンス 


管 さ れ を た . その 際 に , 山水 電気 で 合計 多い の で , 料 練 職人 を 起用 し た 手 作 業 に よる 送 処理 が 主 林 と な っ て いる 
[写真 2] 巻 線 作業 所 


ベテラン 職人 に よる 人 巻 
線 作業 . 一 定 の テン シ 
ョ ン を 掛け て , 細い 線 
を 整然 と 巻き 取る 手 さ 
ば き は 見 事 で あっ た . 
オー ディ オ 用 トラ ンス 
群 の 人 巻 線 も この 人 が 担 


安全 性 を 高め る た め , 1 次 と 2 次 の コイ ル 
を 別 ボ ビン K 巻 いて 組み 合わ せる 構造 に し 


た , 二 重 ポ ボビン 型 小型 電源 トラ ンス . ボ ビ 


当 し て いる の 組み 合わ せ で さま ざま な 出力 電圧 が 得 
ン 己 ピ に 
[写真 3] 巻 線 工程 られ る 
[写真 4] 二 重 ポ ビン の オリ ジ ナ ル 電 源 ト 
ラテ ンス 


犬 き な ト ラン ス 類 IC 用 いら れる 巻 線 機 . 左手 前 ある 絶縁 フィ ルム を 巻 巻 線 構造 が シン プル な トラ ンス は , 高度 な 熱 練 を 要 さ な 


いた 木 型 を 回 転 させ て , 線材 を 巻き 取る . 回 転 速度 の 切り 換え は ブ プーリ い テ ンション 調整 機能 付き 全 自 動 巻 線 機 で 処理 され る . 
ー ベ ルト の 掛け 替え で 行 5 線 は 機械 上 部 の ロー ラー 付き アー ム を 介し て 供給 され る 
[写真 5] 大 型 ト ラン ス 用 巻 線 機 [写真 6] 全 自 動 巻 線 機 
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ワニス 含浸 を 終え た トラ ンス は , 乾燥 炉 の 
中 に 入れ て 熱風 で 乾燥 処理 され る 


[写真 16] 乾燥 炉 


カタ ログ 上 の 耐圧 は AC 1000V/1 分間 と 
な っ て いる が , 製造 段階 で は 2000V の 高圧 
を 全巻 線 C 印 加 し て , 異常 が 起き な いか ど 
うか の チェ ッ ク が 行わ れ て いる と の と と だ 
[写真 19] 耐圧 試験 用 高圧 発生 器 


を 組み 合わ せ た 特 殊 な 人 巻 線 構造 を 
採用 し , 広帯域 に わた っ て フラ ッ 
ト な 周波 数 特性 を 実現 し て いる . 
また 特注 サイ ズ の コア を 用 いて , 


に トラ ンス リー ド 線 を ミノ ムシ クリ ッ プ ュ 
ー ド KC つない て 基本 特性 が チェ ッ ク さ れ , 
合格 し て か ら 左 端 の よ 5 端子 が 接続 され 
る 
[写真 20] アウ トブ プッ トト ラン ス の 測定 風 
景 


使用 が 想定 され る 真空 管 と 視覚 的 
な バラ ンス が と れる 形状 に な っ て 
いる 点 ゃ 特筆 し た い . 

イン ブッ ト / ド ライ バー トラ ン 
ス は , 写真 22 の よう に カッ トコ ア 
を 用 いた 内 鉄 型 を 採用 し , 外部 誘 


導 を 受け こく い 構 造 に な っ て いる . 


イン プッ トト ラン ス や ドラ イズ バ 
ー ト ラン ス は , 一 般 に 2 次 側が 開 
放 で 用 いら れる た め , 周波 数 特性 
が 乱れ や すい . そ と で こと れ に も 横 
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鉄 芯 の 断面 は 、 錆 を 防止 する た め 
黒い ラッ カー で 塗 表 され る . 塗 
装 作 業 は 刷毛 に よる 手 塗り で , 職 
人 が 1 台 1 台 て いね い K 丹 精 込め 
て 塗っ て いる 姿 が 印象 的 で あっ た 
[写真 17] 鉄 芯 断面 の 防 錆 塗 装 


外装 を 付け る 前 の 裸 の 電源 トラ ン 
ス 群 と 測定 設備 . 奥 に ある 大 型 ト 
ラン ス は ホス ビタ ル 用 電源 トラ ン 
ス , 手前 に 並ん を で いる の が 真空 管 
アン プ 用 各種 電源 トラ ンス で ある 
[写真 18] 電源 トラ ンス こと 測定 設 
備 


分 割 と 縦 分 割 を 組み 合わ せ 特 殊 
な 巻 線 構造 が 採用 され , 広帯域 
わた っ て フラ ッ ト な 周波 数 特性 が 
実現 され て いる . 

電源 トラ ンス は EI コア 型 で , 
写真 23 に 示す 内 部 構造 に な っ て い 
る . こと これ に は ホス ピタ ル グ レ ー ド 
の トラ ンス に 用 いら れ て いる 高 性 
能 絶縁 材料 や , 多重 ペラ ンス シー 
ルド 処理 な ど が 施さ れ , 対地 リー 
ク 電 流 の 低減 や 、 AC ライ ン の ュ 
モン モー ド ノ イ ズ 遮 断 対策 な ど が 
施さ れ て いる . 

また 直流 成分 の 影響 も 受け に く 
い 設計 と な っ て いる た め , 高周波 
ノイ ズ が 乗っ た り , 半 波 整流 機器 
が つなが れ て 直流 成分 が 発生 し て 
いる よう な 劣悪 な 電源 環境 下 で も , 
クリ ー ン な 2 次 電圧 が 得 ら れる の 
が 大 き な 特 徴 だ . 

外観 面 で は , 上 蓋 を 固定 する コ 
ア 吐 通 ビ ス に , 高級 感 の ある 皿 ビ 
ス と 皿 ナ ッ ト を 用 いて , ビス の 見 
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カッ トコ ア を 用 いた 外 鉄 型 
磁気 回 路 を 採用 し , 広 和 普 域 
に わた っ て 素直 な 特性 が 得 
られ る よう , 巻 線 に は 次 号 
で 述べ る 特殊 な 分 割 巻き 構 
造 が 採用 され て いる 

[写真 21] アウ トブ プッ トト 
ラン ス の 中 身 と 外観 


外部 誘導 に 強い カッ トコ ア を 用 いた 内 鉄 型 磁気 回 
路 を 採用 し , 2 次 側 を 無 負荷 で 使っ て も 素直 な 特 
性 が 広帯域 に わた っ て 得 ら れる よう, 特殊 な 分 割 


巻き が 採用 され て いる 
[写真 22]1 イン プッ トト ラン ス の 中 身 と 外観 


栄え に まで と だ わっ て いる 点 が 特 
筆 で きる . 

チョ ー ク コイ ル は 写真 24 に 示す 
EI コア 型 で , 銅板 の ショ ー ト リ 
ング と , ハム プル ー フ ベル ト と 称 
する ケイ 素 鋼板 シー ルド を 施し て 
誘導 ノイ ズ の 徹底 低減 が 図ら れ て 
いる . 

コア に は, 直流 的 に も 交流 的 K 
も 特性 が 揃っ た コイ ル が 2 個 巻 か 
れ て いる の で , 例え ば 2.5H の ュ 
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ホス ビタ ル グ レ ー ド の 絶縁 
材料 を 用 い , ホス ピタ アル 雷 
源 ト ラン ス K 採 用 され て い 
る 多重 バラ ンス シー ルド 技 
術 を 導入 し た , コモ ン モ ー 
ド フ イズ K 強 い 設 計 が 特徴 
で ある 

[写真 23] 電源 トラ ンス の 
中 身 


銅板 ショ ー ト リン グ と ケイ 
素 銅板 の 二 重 シ ー ル ド て で て 漏 
混 磁 束 を 低減 し , 絶縁 材料 
IC は ホス ピタ ル グ レ ー ド 品 
を 採用 . WV タイ プ は 。 バラ 
ンス 巻き し た 2 巻 線 構成 だ 
[写真 24]1 チョ ー ク コイ ル 
の 中 身 と 外観 


イメ が 2 個 入 っ た C-10-200W の 
場合 , コイ ル を 2 個 直列 に すれ ば 
10H, 2 個 並列 に すれ ば 2.5H と 
いう よう に , 接続 方 法 に より 2 段 
階 の イン ダク タン ス に 使い 分 け で 
きる . 

ちな み (C「C-10-200W 」 と いう 
型 名 は ,「C」 が チョ ー ク コイ ル , 
「10」 は 2 つの 人 巻 線 を 直列 接続 し 
た 場合 の イン ダク タン ス , 「200」 
が 1 巻 線 あ た り の 定格 電流 ,「W」 
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読者 モニ ター 募集 ! 


橋本 電気 の ご 厚意 に ょ より, 20W 
2.5kO/3.5kO の シン グル 用 アウ ト プ 
ッ ト ト ラン ス , 「 量 -20-3.5U」 を 1 セ 
ッ ト (2 個 ), 抽選 で 1 名 様 に モニ 
ター し て いた だ きま す . 

ど 希 望 の 方 は , MJ 編集 部 「 ハ シ 
モト トラ ンス 」 読者 モニ ター 係 宛 
に, 「 量 -20-3.5U 大 望 」 と 明記 し て 
応募 し て くだ さい . 締切 り は , 2002 
年 1 月 31 日 (消印 有効 ) で す . 


が ダブ ルコ イル (2 巻 線 タイ ズ ) 
を 意味 する . 

次 号 で は , と れ ら 各 製 品 の 具体 
的 な 技術 内 容 に つい て 解説 し よう ・. 
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